
平成２７年度 修了式が行われました！
修了式での生徒の発表と校長のあいさつの一部を紹介します。

２年 佐々木萌絵

今年度、勉強、部活、生活の面で様々なことを頑張ることができました。勉強面では、毎
日自学とワーク、テキストなどに計画的に取り組むことができました。しかし、普段の授業
では、自信をもって挙手発表することができませんでした。来年度は受験生になるので、自
覚をしっかりともち、頑張っていきたいです。また、吹奏楽部では、疲れてくるとキャッチ
ボイスや数える声が小さくなってしまうことが多いので、大きな声を出してチームを盛り上
げられるようにしたいです。生活面では、相手があいさつしてくれるのを待ってしまうこと
がありました。これからは、自分から積極的にあいさつができるようにしたいです。また、
自分から進んで、係や役割を果たすことができるように頑張りたいです。最高学年としての
自覚をもち、一日一日を大切に過ごしていきたいです。

１年 鎌田 陽華

勉強面では、後期から苦手教科をなくそうと、ワークを進めたり自分で予想問題を作った
りしてテストに臨みました。このような工夫した成果がでたのか、点数も少しずつ上がって
いったのでよかったです。これからも、自分が分からないと思ったことを先生や家族に聞く
などして、苦手教科を克服できるようにしたいです。部活動では、夏の駅伝練習や冬の校内
２０周などの走り込みを頑張りました。自分の限界を決めないで走ることはとても辛いです
が、記録が伸びる度に自信がついてきて良かったと思います。でも、プレーをする上で大切
な「声を出す」ことが私にはまだできていません。「誰かが声を出してくれるだろう」と待
つのではなく、自分から積極的に声を出すようにしたいです。
２年生になると後輩が入ってきます。年齢だけの先輩になるのではなく、頼ってもらえる

ような先輩になりたいです。そして、この１年生の反省を生かして頑張りたいです。

校長あいさつ

１年生も、２年生もこの１年よく頑張りました。そして、様々な体験を通して、身体も心
も成長したと思います。みなさんはこの１年で、「今までできなかったことが、できるよう
になった」「わからないことが、わかるようになった」など、自分自身の成長を感じること
ができるでしょうか。自分でしっかりと確認していくことで、自信をもって次の学年に進
み、次の目標に向けて頑張ることができます。
ところが成長には、「目に見える成長」と「目に見えない成長」があります。「目に見え

る成長」では、身体の成長が一番分かりやすいのですが、その他には、気持ちのよいあいさ
つができたこと、積極的に発表できたこと、成績が上がったこと、友達ができたこと、部活
動で賞をもらったことなどがあります。
一方「目に見えない成長」もあります。人の意見を聞くことができるようになったこと、

あきらめないで頑張れるようになったこと、人にやさしくできるようになったことなどは、
心の成長として「目に見えない成長」です。しかし、この「目に見えない成長」が土台とな
って、やがて「目に見える成長」に変化していきます。
つまり、「目に見えない成長」は、その人の「心のもち方」であると言えます。「心のも

ち方」が結果を大きく左右するということは、みなさんも様々な体験を通して、実感できて
いると思います。ですから、間違いや失敗を恐れず、チャレンジする気持ちが大事です。一
生懸命頑張る気持ちが、自分自身を成長させてくれます。そして、やり遂げる努力を続けて
いくことが、大きな成長につながっていきます。
新年度、みなさんが「心のもち方」を意識することで、「目に見える成長」が更に増える

ことを期待しています。
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～高い志をもち、互いに磨き合い、よりよい自分を求めていく生徒の育成～
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祝 優輝学年全員 見事合格！！
１６日に、公立高校一般選抜の合格発表があり、本校の生徒は全員が見事合格しました。当

日、学校に報告に来てくれた生徒もいましたが、１７日には３年生全員が学校に集まり、「合
格おめでとう集会」を行いました。緊張感が喜びに変わる瞬間を味わえることは、人生の中で
も貴重な体験です。ハードルを越え、また一つ成長した生徒達の姿を見ることができて、本当
にうれしく思いました。

第４６期生 優輝学年
卒業証書授与式を終えて
１２日、優輝学年の卒業証書授与式が行われ

ました。好天に恵まれ、ご来賓や保護者の皆様
が見守る中、壇上で卒業証書をしっかりと受け
取る、卒業生一人一人の凜とした姿が印象的で
した。式後に行われた生徒会主催のセレモニー
は、後輩が思いを込めて先輩を送り出すと共
に、次は自分たちが南中を引き継ぐという決意
が感じられ、とても頼もしく思いました。
３０名の卒業生が、新たな世界で、自分らし

く活躍してくれることを期待しています。

担任入場 卒業証書授与 校長式辞

送る言葉 別れの歌 別れの言葉
（小野寺聖真） （佐藤 大悟）

【卒業セレモニー】

南中恒例裸踊り(？) 花道で後輩達と最後の別れを惜しむ卒業生


